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―
―
今
年
を
振
り
返
っ
て
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

な
ど
が
原
因
と
な
り
、
電
気
料

金
が
高
騰
し
て
い
る
。
現
在
、

東
北
電
力
、
中
国
電
力
、
四
国

電
力
の
30
％
台
を
皮
切
り
に
沖

縄
電
力
が
約
40
％
、
北
陸
電
力

は
45
％
も
の
値
上
げ
を
申
請
し

て
い
る
事
態
だ
。
各
社
が
こ
れ

に
追
随
す
れ
ば
、
日
本
の
電
気

料
金
は
非
常
事
態
を
迎
え
る
。

　

―
―
危
機
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
。

　

私
は
北
海
道
電
力
出
身
で
、

電
気
事
業
連
合
会
時
代
に
は
Ｃ

Ｏ
Ｐ
３
京
都
議
定
書
の
成
立
の

経
過
を
眺
め
、
２
０
０
８
年
北

海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
は
環

境
総
合
展
の
事
務
局
長
と
し
て

世
界
の
環
境
技
術
を
札
幌
ド
ー

ム
に
集
め
た
。
そ
の
後
、
12
年

に
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
未
曾

有
の
電
力
逼
迫
へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

政
府
対
策
「
あ
か
り
未
来
計

画
」
そ
の
ま
ま
に
起
業
の
目
標

を
定
め
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

会
社
「
株
式
会
社
あ
か
り
み
ら

い
」
を
創
業
し
、
今
年
で
10
年

目
を
迎
え
た
。

　

現
在
は
札
幌
本
社
の
他
に
東

京
本
社
、
大
阪
支
社
、
沖
縄
支

社
を
設
け
、
全
国
自
治
体
に
公

共
施
設
を
残
ら
ず
一
気
に
１
０

０
％
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
こ
と
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

　
―
―
電
気
料
金
非
常
事
態
！

手
を
打
つ
な
ら
一
刻
も
早
く
。

　

当
社
で
は
、
リ
ー
ス
を
活
用

し
た
全
施
設
の
一
括
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

で
こ
の
危
機
に
一
刻
も
早
く
対

応
し
、
値
上
げ
に
よ
る
財
政
逼

迫
分
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
を
提

案
し
て
い
る
。
今
の
ま
ま
の
建

設
修
繕
・
公
共
工
事
の
や
り
方

で
は
、
２
０
３
０
年
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
中
間
目
標
年

度
に
す
ら
間
に
合
わ
な
い
だ
ろ

う
。

　

ま
た
、
現
状
で
は
政
府
が
打

ち
出
し
て
い
る
「
あ
か
り
未
来

計
画
」
の
経
緯
で
19
年
に
既
存

照
明
器
具
の
生
産
は
終
了
し
て

お
り
、
20
年
の
水
俣
水
銀
条
約

の
発
効
で
水
銀
灯
の
生
産
・
販

売
も
終
了
し
た
。
現
在
も
進
み

つ
つ
あ
る
老
朽
施
設
の
経
年
劣

化
で
既
存
照
明
器
具
が
故
障
す

る
た
び
に
高
い
修
繕
費
が
必
要

に
な
り
、
政
府
・
自
治
体
が
保

有
す
る
全
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
病
院
、
学
校
、
庁

舎
、
文
化
施
設
、
運
動
施
設
、

街
路
灯
、
防
犯
灯
な
ど
交
換
す

べ
き
照
明
の
総
数
は
膨
大
に
存

在
す
る
。
半
導
体
不
足
か
ら
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
問

題
も
浮
上
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
必
要
性

は
理
解
し
て
い
て
行
動
計
画
の

一
項
目
に
列
挙
し
て
い
て
も
、

ど
う
や
っ
て
工
事
を
進
め
る
べ

き
か
に
悩
む
自
治
体
も
少
な
く

な
い
。
今
の
や
り
方
で
全
施
設

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
と
な
る
と
、

発
注
積
算
の
た
め
の
見
積
も
り

だ
け
で
も
建
築
課
技
官
職
員
の

マ
ン
パ
ワ
ー
で
は
不
可
能
な
の

が
実
情
だ
。

　

補
助
金
・
予
算
の
つ
い
た
修

繕
建
築
工
事
の
つ
い
で
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
進
め
て
い
る
現
在
の
公

共
工
事
入
札
で
は
、
１
施
設
ご

と
に
現
地
調
査
・
積
算
見
積
も

り
、
稟
議
、
議
会
決
定
を
経
て

公
示
、
競
争
入
札
、
業
者
選

定
、
契
約
を
行
う
の
が
従
来
の

着
工
ま
で
の
流
れ
だ
が
、
こ
の

方
法
で
は
自
治
体
施
設
全
て
の

改
修
が
終
わ
る
ま
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

は
終
了
せ
ず
、
30
年
は
お
ろ
か

50
年
の
目
標
年
度
に
も
到
底
間

に
合
わ
な
い
だ
ろ
う
。

　
―
―
そ
う
し
た
課
題
に
応
え

る
た
め
に
。

　

課
題
の
解
決
に
向
け
、
当
社

で
は
数
年
間
で
全
施
設
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
完
成
さ
せ
る
「
リ
ー
ス

を
活
用
し
た
全
施
設
一
括
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
案
し
て

い
る
。
学
校
や
庁
舎
単
体
を
リ

ー
ス
活
用
で
、
な
ど
と
い
う
提

案
は
い
く
ら
も
あ
る
だ
ろ
う

が
、
全
て
の
施
設
を
一
気
に
短

期
間
で
と
い
う
提
案
を
行
っ
て

い
る
の
は
当
社
だ
け
だ
ろ
う
。

こ
の
多
く
の
自
治
体
で
実
績
を

作
っ
て
き
た
方
法
な
ら
ば
初
期

投
資
が
不
要
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
資
材
単
価
や
工
事
単
価
が

民
間
相
場
レ
ベ
ル
に
低
減
さ

れ
、
単
発
の
公
共
建
設
発
注
と

比
べ
て
コ
ス
ト
を
半
分
～
３
分

の
１
程
度
に
削
減
で
き
る
。
こ

れ
は
革
命
的
な
行
政
改
革
と
財

政
削
減
手
法
だ
と
考
え
て
い

る
。
今
の
や
り
方
で
は
見
積
も

り
す
ら
で
き
ず
に
行
政
判
断
も

で
き
な
い
で
い
る
が
、
照
明
配

置
図
を
提
供
し
て
も
ら
う
だ
け

で
短
期
間
に
全
施
設
を
無
料
試

算
し
て
検
討
を
始
動
で
き
る
の

が
特
徴
だ
。

　
―
―
具
体
的
に
は
。

　

自
治
体
か
ら
提
供
い
た
だ
く

数
百
の
施
設
の
照
明
配
置
図
デ

ー
タ
を
も
と
に
照
明
数
を
自
動

カ
ウ
ン
ト
し
、
即
時
に
試
算
・

見
積
も
り
を
行
う
独
自
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
し
た
。
こ
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
特
許
で
は
数
十
、

数
百
に
の
ぼ
る
施
設
の
工
事
費

見
積
も
り
で
も
数
日
か
ら
数
週

間
で
完
成
し
、
無
料
で
提
供
可

能
だ
。
自
治
体
に
と
っ
て
は
各

施
設
ご
と
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
総
費

用
、
削
減
電
気
量
、
削
減
カ
ー

ボ
ン
量
、
リ
ー
ス
支
払
額
、
支

払
い
後
の
財
政
メ
リ
ッ
ト
額
ま

で
が
試
算
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ

で
初
め
て
行
政
改
革
の
判
断
材

料
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
一
丁
目
一
番
地
で
「
明

る
く
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
の

一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
信
頼

あ
る
大
手
リ
ー
ス
会
社
と
リ
ー

ス
期
間
の
10
年
保
証
を
約
束
す

る
大
手
照
明
メ
ー
カ
ー
、
地
元

電
気
工
事
業
界
を
挙
げ
て
の
ジ

ョ
イ
ン
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
て

お
手
伝
い
し
て
い
る
。

　

自
治
体
に
は
公
正
で
効
率
的

な
全
施
設
一
括
リ
ー
ス
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
競
争
入
札
方
式
を
提

案
し
て
い
る
。
価
格
・
性
能
・

省
エ
ネ
効
果
・
施
工
実
績
・
地

域
経
済
効
果
な
ど
を
総
合
評
価

し
て
信
頼
で
き
る
専
門
家
を
決

定
い
た
だ
い
て
い
る
。
自
治
体

担
当
職
員
の
実
務
は
照
明
配
置

図
デ
ー
タ
の
提
出
、
工
事
の
立

ち
合
い
、
竣
工
検
査
程
度
と
な

っ
て
い
る
。
全
施
設
一
括
の
た

め
、
稟
議
と
入
札
も
１
度
き
り

で
済
み
、
数
十
、
数
百
の
価
格

入
札
を
繰
り
返
す
こ
と
に
比
べ

て
コ
ス
ト
や
手
間
を
格
段
に
減

ら
す
ま
ご
う
事
な
き
行
革
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
、
リ
ー
ス
活
用
に
よ

る
財
政
効
果
も
大
き
く
、
リ
ー

ス
期
間
が
完
了
す
る
10
年
後
に

は
照
明
器
具
は
無
償
譲
渡
と
な

る
。
メ
ー
カ
ー
の
10
年
間
保
証

期
間
中
は
修
繕
費
も
か
か
ら
な

い
仕
組
み
だ
。
ま
た
、
工
事
と

10
年
間
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
地

元
の
電
気
工
事
業
界
に
全
て
依

頼
す
る
た
め
、
地
域
経
済
に
も

貢
献
で
き
る
。

　

述
べ
数
十
億
円
の
財
政
メ
リ

ッ
ト
と
カ
ー
ボ
ン
削
減
を
稼
ぎ

出
し
て
き
た
当
社
の
実
績
か

ら
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
電
気
使

用
量
削
減
率
は
７
割
以
上
。
電

気
料
金
は
町
村
で
年
間
数
百
万

円
以
上
、
市
で
は
数
千
万
～
数

億
円
単
位
の
削
減
が
で
き
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
か
か
る
総
費
用
を

電
気
料
金
削
減
額
で
割
り
返
す

と
、
通
常
は
５
～
７
年
程
度
で

投
資
回
収
が
可
能
だ
。
自
治
体

な
ら
で
は
の
長
期
低
料
率
リ
ー

ス
な
の
で
電
気
料
金
削
減
額
と

リ
ー
ス
額
の
差
額
が
そ
の
ま
ま

財
政
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。
リ
ー

ス
費
用
を
支
払
っ
て
も
町
村
で

年
間
数
百
万
～
数
千
万
円
、
市

で
は
年
間
数
億
円
の
財
源
を
得

る
こ
と
も
で
き
る
。

　

Ｃ
Ｏ
２
量
に
関
し
て
も
町
村

で
年
間
数
百
㌧
、
市
で
は
数
千

～
数
万
㌧
の
削
減
も
可
能
で
、

自
治
体
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
実
現
に
向
け
て
確
実
な
実

績
を
稼
ぎ
出
す
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
脱
炭
素
に
は
太

陽
光
や
風
力
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

提
案
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
だ

ろ
う
が
、
新
規
費
用
を
必
要
と

し
な
い
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
れ
以
外

に
存
在
し
な
い
。

　

―
―
最
後
に
今
年
の
抱
負

を
。

　

当
社
で
は
、
全
施
設
一
括
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
財
政
メ
リ
ッ
ト

の
分
析
お
よ
び
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減

量
の
試
算
も
無
料
で
実
施
し
て

い
る
。
最
近
の
電
気
料
金
高
騰

か
ら
東
京
都
、
大
阪
府
、
神
奈

川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
茨

城
県
、
栃
木
県
、
静
岡
県
、
兵

庫
県
、
滋
賀
県
、
奈
良
県
、
岩

手
県
、
沖
縄
県
な
ど
全
国
の
自

治
体
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
や
試

算
書
の
依
頼
が
相
次
い
で
い

る
。
す
で
に
２
２
０
以
上
の
自

治
体
に
提
案
（
２
０
２
３
年
１

月
現
在
）
し
、
現
在
70
以
上
の

都
道
府
県
・
市
町
村
で
工
事
を

終
了
ま
た
は
検
討
い
た
だ
い
て

い
る
最
中
だ
。

　

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
い
た

自
治
体
か
ら
順
に
首
長
、
財

政
、
施
設
管
理
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
担
当
、
教
育
委
員

会
な
ど
関
係
部
署
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
単
な
る
建
築
修
繕
工
事
で
は

な
く
、
一
大
「
省
エ
ネ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
位
置
付
け
、
行
政

課
題
の
解
決
策
と
し
て
提
案
・

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
を
進
め

て
い
る
。

　

今
年
も
電
気
料
金
の
非
常
事

態
の
中
で
財
源
確
保
、
環
境
問

題
、
地
域
活
性
化
な
ど
に
寄
与

す
る
明
る
い
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
的
に
全
国
に
こ
の
仕
組

み
を
お
届
け
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
リ
モ
ー
ト
で
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
も
承
っ
て
い
る
の
で
、

ご
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
願

い
た
い
。

株
式
会
社
あ
か
り
み
ら
い 
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